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【手続補正書】
【提出日】平成22年11月25日(2010.11.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ）小板状基材；
　（Ｂ）二酸化チタン層；
　（Ｃ）金属酸化物／水酸化物で、そしてその次にリン酸エステル、又はホスホン酸塩、
又はそれらの塩で処理することにより得られ、
　該金属酸化物／水酸化物がシリコン（酸化シリコン、水和酸化シリコン）、アルミニウ
ム、ジルコニウム、マグネシウム、カルシウム、鉄（ＩＩＩ）、イットリウム、セリウム
、亜鉛及びそれらの組み合わせの酸化物／水酸化物から選ばれる、層（Ｂ）上の外層
を含む、（多重）コートされた小板状基材に基づく顔料であって、
　但し、該リン酸エステル、又はホスホン酸塩がフッ素原子を含まないところの顔料。
【請求項２】
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　前記金属酸化物／水酸化物が酸化ジルコニウム、酸化アルミニウム及び酸化亜鉛、又は
酸化ジルコニウム、酸化アルミニウム及び酸化マグネシウム、の三元混合物である、請求
項１に記載の顔料。
【請求項３】
　前記金属酸化物／水酸化物がアルミニウム酸化物／水酸化物（酸化アルミニウム、水和
酸化アルミニウム）、ジルコニウム酸化物／水酸化物（（水和）二酸化ジルコニウム）、
又はそれらの混合物である、請求項１に記載の顔料。
【請求項４】
　前記金属酸化物／水酸化物が（多重）コートされた小板状基材の質量に基づき０．１乃
至１０質量％の量で存在する、請求項２又は３に記載の顔料。
【請求項５】
　前記リン酸エステルがポリ炭素原子数２乃至４のアルキレングリコールモノエーテル及
び／又はカルボン酸のポリ炭素原子数２乃至４のアルキレングリコールモノエステルのリ
ン酸エステル（リン酸のエステル）、又はポリオキシエチレン化アルキルエーテルリン酸
塩である、請求項１に記載の顔料。
【請求項６】
　前記リン酸エステルが、式
【化１】

｛式中、Ｒ1（は、登場毎に同一でもあり異なるものでもあり得る）は、直線状又は枝分
かれしたアルキル基、特に炭素原子数１乃至２０のもの；フェニル基；アルキルアリール
基、より具体的には、アルキルフェニル基、特に８乃至１２の炭素原子数のアルキル鎖を
有するアルキルフェニル基；アリールアルキル基、より具体的はフェニルアリール基を表
し；ｎ（エチレンオキシドの数）は、例えば２から１２の範囲であり得、そして、ｍは１
、２又は３を表す。｝で表されるポリオキシエチレン化アルキルエーテルリン酸、又はそ
の塩である、請求項５に記載の顔料。
【請求項７】
　前記Ｒ1がヘキシル基、オクチル基、デシル基、ドデシル基、オレイル基又はノニルフ
ェニル基を表す、請求項６に記載の顔料。
【請求項８】
　前記リン酸エステル、又はホスホン酸塩が、アルキル又はアルキルアリールリン酸エス
テル、又はポリアリールポリエーテルリン酸塩、又はアルキルホスホン酸、又はビニルホ
スホン酸及び／又はビニルメチルホスフィン酸と他のモノマー、例えば、アクリル酸、ア
クリルアミド、及び酢酸ビニル、とのコポリマーを含む、ポリビニルメチルホスフィン酸
の、特にポリビニルホスホン酸の、ポリマーである、請求項１に記載の顔料。
【請求項９】
　（ａ）フレーク状の（真珠）顔料を水中に懸濁し、該懸濁液のｐＨを約３に調節し、そ
の後、シリコン、アルミニウム、亜鉛、カルシウム、マグネシウム、ジルコニウム、鉄（
ＩＩＩ）、イットリウム及びセシウムから選ばれた１つ以上の金属塩の水溶液を該懸濁液
に、アルカリ水溶液でそのｐＨを一定に保ちながら、加え、そして添加後、そのｐＨを約
７乃至８．５に調節すること、及び
　（ｂ）前記リン酸エステル、又はホスホン酸塩又はその塩の水溶液を攪拌しながら、結
果として得られた該懸濁液に加え、そして、添加後、該懸濁液をろ過し、水で洗浄し乾燥
させること、を特徴とする請求項１に記載の顔料の製造方法。
【請求項１０】
　請求項１乃至請求項８のいずれかに記載の顔料を含む、ペンキ、ラッカー、印刷用イン
ク、粉体塗料、紙塗料、プラスチック、化粧品、インク、セラミック及びガラスのための
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釉薬。
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